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論文内容の要旨

本論文は， l、くつかの UNIX ワークステーションを Ethernet などのローカルエリアネットワーク (LAN) で相

互接続することによって構成される典型的な分散システムを主たる対象とし，全体としての効率や性能の向上を図る

ための動的負荷分散手法や，その実装方法について考察したものである。

まず，本研究の対象である分散システムについて概説し同システムが持つ機能や特徴を明らかにする。更に，主

な負荷分散の方式について概説し本研究で採用したプロセス発送 (process dispatching) 方式の妥当性について

述べる。

負荷分散の性能は負荷の尺度に大きく左右される。従来の動的負荷分散手法の殆どが FCFS (First Come First 

Served) スケジューリング方式を対象にしているのに対し，本研究ではラウンドロビン (RR) スケジューリング方

式を対象とし新しいプロセスの割り当てによる平均応答時間の増加量を基準とした負荷の尺度を提案する。また，

シミュレーションによりこの尺度が従来の尺度である残余仕事量の合計やプロセス数より優れていることを示す。

一方，動的負荷分散では通信量を抑えながら最新の負荷情報を収集する方法が問題となる。この問題に対して，本

研究ではプロセス割り当てや終了通知などの通信の傍受による負荷情報の収集手法を提案する。また，シミュレーショ

ンにより従来の定期的間報通信方式や入札方式と比較し本手法がこれらの方式より優れていることを示す口

最後に，耐故障性やネットワーク透過性を考慮した動的負荷分散機能の UNIX への実装手法について述べる。本

研究では，耐故障性を実現する方法として，同報通信に対するローカルホストの応答時間を基準としたホスト選択手

順を提案する。また，ネットワーク透過性を実現する方法として， REX を用いたコマンド遠隔実行機能のコマンド

インタープリタ(シェル〉への実装を提案する。また，実際に負荷分散機能をシェルに実装し本手法が負荷分散の

性能を低下させることなく耐故障性やネットワーク透過性を有していることを示す。
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論文審査の結果の要旨

本研究では， UNIX ワークステーションが LAN で相互接続された典型的な分散システムを効率よく利用するため

の動的負荷分散手法に関して， (1)負荷の尺度， (2) 負荷情報の収集手法， (3) 負荷分散機能の実装手法，の 3 つの

点について新たな提案を行っている。

まず，分散システムに適した負荷の尺度を提案している。この負荷の尺度は，分散システムにおける代表的なスケ

ジューリング方式であるラウンドロビンスケジューリングを対象としたもので，新しいプロセスが到着した場合，そ

のプロセスの割り当てによる各プロセスの応答時間の変化を考慮して定義されている。また，各プロセスの要求仕事

量が指数分布すると見なしその平均がアカウント情報などから推定できる場合における負荷の導出を行っている。

更に，シミュレーションにより，本尺度が従来の負荷の尺度より平均応答時間や応答時間の分散を改善する効果があ

ることが示されている。

次に， LAN の特徴を利用した効果的な負荷情報の収集手法について提案している。本手法はプロセス割り当てや

終了通知など，負荷分散に不可欠な通信を他の計算機で傍受することにより各計算機におけるプロセスの負荷情報を

収集するものである D この方法は，負荷分散用の通信を負荷情報用としても利用しているため，通信量を抑えながら

負荷情報を直ちに収集することができる。また， シミュレーションにより本手法が従来の手法より通信量を抑え，か

っ効果的に負荷情報を収集していることが示されている。

最後に，耐故障性やネットワーク透過性を考慮した動的負荷分散機能の UNIX への実装手法について提案してい

る。本手法では，耐故障性を実現する方法として，同報通信に対する自計算機の応答時間を基準とした計算機選択手

11慎が示されている。また，ネットワーク透過性を実現する方法として REX を用いたコマンド遠隔実行機能のコマ

ンドインタープリタ(シェル)への実装を提案している。更に，実際に負荷分散機能をシェルに実装し本手法が従

来の手法と比べて負荷分散の性能を低下させることなく耐故障性やネットワーク透過性を有していることが示されて

いる。

これらの研究は，現在普及している分散システムを効率よく利用するための効果的かっ実用的な実現方法を示して

おり，今後の分散システムの発展に寄与するところ大である。よって博士(工学)の論文として価値あるものと認め

る。
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